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人類はいつから泳ぐようになったか。アウストラロピテクス・アファレンシ

スのユニークな骨格は水かきに適応したものだ、とする研究がある1)。直立二

足歩行という人類進化上のキー要素の獲得に、浅瀬での水かきが寄与したと見

る。アクア説、すなわち人類の祖先がある時期に水辺や水中で過ごし、その生

活こそが人類の進化に決定的な意味をもった、という考え2)への賛同である。

この学説は、500万年前以前の人類化石の発見数の少なさは疎か、直立二足歩

行の由来、体毛の喪失、ひいては男性に禿げ頭が多いことまでも説明しようと

する。とはいえ考慮されていない考古学的・生態学的データも多く、徹底批判

の前に立つ瀬がない3)。 
人類の水泳能力が窺える物的証拠はどこまで遡るか。浮き袋を抱えた兵士が

泳ぐ姿を伝えるニムルド（イラク）のレリーフは、BC9世紀の作4)。エジプト

南西部の「スイマーの洞窟」に描かれた泳者の岩絵は、1万年前頃に年代づけ

られるという。日本に目を向けると、列島各地の縄文時代人骨に外耳道骨腫が

散見される5)。この症状は慢性的な冷水刺激によって骨増殖がおこって外耳道

の狭窄が生じるもので、サーファーズイアの異名を取る。縄文人が恒常的に泳

いでいたことの骨学的証拠だ。約2万年前の港川人骨（沖縄本島）、白保竿根

田原人骨（石垣島）にも外耳道骨腫が確認できるが、彼らは海産物をあまり食

べていない6)。沖縄の旧石器人の泳ぎの動機は、食料獲得ではなかったらし

い。一方、ジェリマライ遺跡（東ティモール）では、約4万年前にカツオやマ

グロ等の外洋魚が獲られているし7)、ブロンボス洞窟（南アフリカ）では約10
万年前に、タイ科やハマギギ科といった沿岸魚を捕獲している8)。さらに遡っ

て、ヨーロッパのネアンデルタール人骨にも外耳道骨腫は見られるし、モッシ

ェリニ洞窟（イタリア）では、7万年以上前のネアンデルタール人が海底から

貝殻を採取していた、という報告がある9)。泳ぐことは私たちホモ・サピエン

スの専売特許ではなさそうだ。 

それ以前のホモ属、例えばエレクトスは泳げただろうか。歴史上一度もユーラ

シア大陸と接続したことがない東南アジアの島々にも、古人類の痕跡がある。フ

ローレス島（インドネシア）にはホモ・フロレシエンシスと呼ばれる小型のホモ

属が約 70 万年前から生息し 10)、約 100 万年前の地層からは、その祖先のもの



と考えられる石器が出土している 11)。ルソン島でも約 70 万年前の遺物が見つ

かっているし 12)、スラウェシ島にも中期更新世には人類が渡っていた証拠があ

る 13)。大陸に生息していたエレクトス（おそらくジャワ原人のグループ）が数

km の海を越えて東南アジアの島々に渡り、それぞれに子孫を残したらしい。こ

れらの孤島で、身体サイズの縮小という特殊化が生じている。いかなる手段で渡

海したのか気になるところだが、それを伝える物的証拠は何もない。自力で泳い

で渡った可能性もあるし、丸太や木をビート板のように利用したかもしれない。

事故的に漂着したのだとしても、彼らは泳げたのだろう。泳ぎが進化に与えた影

響は不明と言わざるを得ないものの、最初期の泳者が人類の生息域と多様性の

拡大に寄与したと見ることに、一滴の蓋然性はありそうだ。 
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